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これまで何度かC4Cだよりでもご紹介したカンボジア・チュ

ロイスナオ村を訪問しました。2022年11月から村人たちが

主体となって、コミュニティ図書館建設のために、様々な分野

の人々から寄付集めの活動を行いました。その活動を知った

C4Cも日本で建設のための寄付を募りました。そして2023

年5月に図書館は無事完成しました。その図書館の公的な開

所式にC4C理事と一般参加者総勢5名が参加しました。

開所式では、地元自治体や役所、ローカルNGO、学校、村コ

ミュニティ、子ども会から人々が集まり、テープカットを行い、

小学校の校庭で食事をともにしました。周辺村4か村の子ども

会からも数名ずつ集まり、出席した人々に子ども会活動を紹

介するパネル展示を行いました。

カンボジア ２０２４年２月１６日～20日 コミュニティ図書館を視察してきました！

「もものこ文庫」さまからC4Cに寄贈された中古絵本も40冊

ほどをクメール語に翻訳し、寄贈しました。また代表者が今回の視

察旅行にも参加され、用意した折り紙、絵本、紙芝居などを子ども

たちの前で演じてくださいました。日本語で伝えても、子どもたち

はとても喜び、言葉以外のコミュニケーション手段でもこれほど楽

しむことができるのかと、とても印象に残りました。

子どもたちは、とにかく元気に走り回り、積極的に話しかけてく

るので（クメール語で）私たちはタジタジでした。村人たちも優しく

受け入れてくれ、心温まる歓迎でした。村の周りを舟で回り、毎年

冠水する島のような村を実感し、雨季にはもっと移動が大変にな

るのだと思い、村人や子どもたちの生活の困難さも一部見ること

ができました。特に短い時間でしたが、ベトナム系の住人の船上家

屋を訪問しお話を聞けたことも貴重な体験です。

（2ページ目につづく）

村の自慢のお魚を使った
家庭料理！

図書館では読んだり書い
たり、好きなことをして過
ごしています
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2023年度大阪コミュニティ財団の『がっこう基金』から助成を受

けて、草木染を通じた環境教育を実施しました。C4Cではタイで有

機農業や草木染を含む自然の適正な利用を勧めています。

カンボジアでは急速な経済発展のため、様々な商品が市場に並

び、人々の消費願望を刺激しています。同時にゴミの量は増え続け、

人々の自然環境や健康にも危険が及ぶほどです。特にプラスチッ

クごみの問題はとても深刻です。

そこで環境を学ぶ一つの方法として、草木染を取り入れ、子ども

の頃から環境問題に気づいてもらおうと草木染研修を行いました。

この事業はＣ４Ｃと協働する現地のタイ人スタッフたちの協力を得

て、カンボジア人農民とスタッフが、地勢や気候が類似するタイで

草木染を学び、彼らがカンボジアのローカルスタッフに伝え、村の

子どもたちに伝える国際交流事業です。

村での子どもたちとともに行った研修では、まず自分たちのコ

ミュニティの課題を話し合い、中でも環境の課題は重要であること

を確認した後、草木染の意義を学び、身近な木の葉や樹皮で実際

に染めを行いました。

身近な植物を使ってTシャツを染めることは、子どもたちにとっ

て初めての体験で、驚きで目を見張りながら楽しんでいました。環

境教育として、C4Cでは、他にも小学校の学校庭園を造る支援も

行い、無農薬で野菜を育てることで、安全な食と健康について教

師とともに学びの場を提供しています。現地連携団体と共同で今

後も草木染を含む環境教育の場を広げていく予定です。（加藤）

カンボジア 子どもたちのための環境教育事業（草木染研修）が無事終了しました！

また発起人の一人である村人の言葉がとても印象的でした。「子どもたち

には、『夢を持って、その夢の実現のために努力すれば、きっと実現できる』

と言っているのに、自分はコミュニティ図書館が本当にできるとは最初信じ

ていなかった。子どもたちやコミュニティのために図書館が欲しいとは考え

ていたが、計画が具体化すればするほど予算額が高価になり、自分にはそん

なお金を集めることができないと思ったが、次から次へといろいろな人々が

募金活動に参加し、子どもたちも村々を回って寄付を集めてくれた。そして

こんな立派な図書館ができた。感動した。大人になっても夢を実現すること

ができるんだと子どもたちに教えてもらった」。

今回のコミュニティ図書館建設事業は、「子どもたちの夢の実現（図書館が

欲しい！）」に向けて、行政、民間、国内外、そして大人も子どもたちも巻き込

んで協力し合った結果、成功しました。このような事例をもっと他のコミュニ

ティにも知ってもらうためにも、地元ＮＧＯであるＫＣＤと協力しながら、これ

からコミュニティ・ベースの事業を引き続き応援していきたいと考えていま

す。（加藤）
キャンプファイヤーも
行いました！



宮 城 防災レシピカレンダー２０２４ 好評販売中！
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２年目となる防災レシピカレンダー製作。2024年版も2023年11月に無事完成し、

HumanBeingのホームページや講座・イベントの際などにて販売をおこなってまいりまし

た。

2024年３月・４月に、製作に携わってくださった宮城学院女子大学ボランティアサークル

Food and Smile!と東六郷・東部かあちゃん’ずの皆さんに、売上の一部を寄付としてお

届けいたしました。ご購入いただきました、また周知にご協力いただきました皆さまに、心

より御礼申し上げます。（カレンダーはまだ若干数在庫がありますので、ご希望の場合は

HumanBeingホームページよりお問合せください。https://www.officehb.net/）

2025年カレンダーも製作に向けて動き出しています。製作状況を随時発信していきます

ので、HumanBeingのホームページやSNSをぜひご覧いただけますと幸いです。（菅原）

２０２３年１１月２５日（土）、社会福祉法人滋賀県社会福祉協議会様ご

協力のもと滋賀県立長寿社会福祉センター調理室をお借りし、防災レシ

ピ・クッキングを行いました。ご家族やご友人同士でのご参加もあり、関

係者合わせて１７名が集いました。

今回、宮城学院女子大学ボランティアサークルFood and Smile!

（FAS）で活動するお２人をゲストに迎え、現地連携団体HumanBeing

（宮城県）製作「防災レシピカレンダー２０２４」の１１月掲載レシピ２品を

教えていただきました。

『包丁もまな板も使わない！きのこピラフ』は、食材と調味料をポリ袋

に入れて混ぜ合わせ、あとは湯煎し炊き上がるのを待つだけ！ 『簡

単！魚肉ソーセージと丸ごとかぶのサラダ』も、食材をカットした後は、

すべてポリ袋の中で調理が完成しました。どちらのレシピも、ポリ袋で調

理できるため洗い物もほとんど出ず、とても簡単で小さな子どもたちも

一緒に調理することができました。

調理の後は、みんなで実食。「美味しい！」の声や、「調味料を変えたら

和風も作れそう」など、アレンジレシピのアイデアがあがっているテーブ

ルもありました。また、それぞれの活動や近況を聞いたりと、交流の時間

にもなりました。

久しぶりの対面でのI Do Cafeでしたが、参加者の皆さんの「美味し

い！」の声や、子どもたちが楽しそうに、そして一生懸命に調理している

様子が、とても嬉しく印象に残った時間でした。

ご参加くださった皆さま、開催にあたってご協力くださった関係者の

皆さま、ありがとうございました！

I Do Cafe Vol.19 「美味しく」「楽しく」作ろう！

～普段の料理にも活かせる防災レシピ・クッキング～ を開催しました！
【報告】


